
 

 

平成27 年度岩手県工業用水道事業会計決算概要 

  岩 手県企業局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

１ 工業用水の供給状況    ※ 供給先：北上工業団地、岩手中部工業団地に立地している18事業所 

 

年度 

区分 

平成27年度 

（A） 

平成26年度 

（B） 

比      較 

増減量（A-B） 増減率（A-B）/B 

基 本 使 用 水 量 14,250 14,000 250 1.8％ 

 実 使 用 水 量 7,224 7,466 △242 △3.2％ 

超 過 水 量 105 285 △180 △63.２％ 

 <１㎥当たりの給水単価>（平成23年４月１日から）              （税抜） 

料 金 種 別 工業用水料金の額 ろ過水料金の額※ 

基本使用水量（基本料金） 42円 35円 

使用 水量（使 用料金） ３円 ３円 

超過 水量（超 過料金） 90円 － 

    ※ろ過水使用の場合は、工業用水料金に加算                              

２ 経常収益の状況 

超過水量の減等により料金収入が5,743千円減少したが、北上市大堤公舎跡地などの売却益2,140千円、金ケ崎

ろ過施設維持のための負担金収入32,863千円等により、前年度比41,693千円（4.7％）増の932,932千円となっ

た。 

３ 経常費用の状況 

浄水施設等の修繕費5,482 千円の増及び改良工事完了に伴い不要となった施設の除却費26,568 千円の増等によ

り、前年度比45,953千円（6.1％）増の793,337千円となった。 

４ 特別利益の状況 

職員構成の変更に伴い退職給付引当金所要額を算定した結果、引当金7,146千円を戻入れた。 

【参考】経常利益の経営目標に対する実績               （単位：千円）税抜 

 区       分 経営目標 実  績 増  減 

経 常 利 益 1８,000 139,595 121,595 

経常収支比率 10２.0% 117.6% 15.6% 

 

○ 工業用水供給量は、平成27年7月以降、契約水量が増加したものの、料金収入は、基本料金収入の増額が超

過料金収入の減額を下回ったことから、前年度比0.7％減の8億42百万円余となった。 

○ 経常収益は、料金収入の減を上回る事業外収益の増等、経常費用は、施設の除却費の増等により、いずれも前

年度より増加したが、費用増が収益増を上回り、経常利益は、前年度比3.0％減の1億39百万円余となった。 

○ 純利益は、この経常利益に加え、特別利益7百万円余（退職給付引当金の戻入れ）の計上及び特別損失の皆減

により、前年度比80.1％増の1億46百万円余（3年連続の黒字）となった。 
 

 平成27年度損益                                   （単位：千円）税抜 
   年度   

     

科目 

平成27 年度 

（A） 

平成26 年度 

（B） 

比    較  

増減額 
（A-B） 

増減率 
（A-B）/B 

経 常 収 益   932,932 891,239 41,693 4.7％ 

経 常 費 用 793,337 747,384 45,953 6.1% 

経 常 利 益 139,595 143,855 △4,260 △3.0% 

特 別 利 益 7,146 0 7,146 皆増 

特 別 損 失 0 ※    62,393 △62,393 皆減 

純 利  益 146,741     81,462 65,279 80.1％ 

※ 平成26年度は、地方公営企業会計基準の変更に伴い、特別損失（退職給付引当金、賞与引当金に繰入れ等）を計上 

（単位：千㎥ /年） 

 


